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    ★　有田町議会の組織構成が決定
新議長に　今泉藤一郎氏　副議長に　松尾文則氏を選出
公平かつ円滑な議会運営を心がけます！

委員会及び一部事務組合構成
総務常任委員会

委員長　　中島　達郎
副委員長　蒲原多三男
委員　　　久保田　豊
委員　　　原田　一宏
委員 　　池田　榮次
委員 　　今泉藤一郎

文教厚生常任委員会

委員長　　藤　誠一郎
副委員長　松永　俊和
委員　　　浦川　和彦
委員　　　福島日人士
委員　　　梶原　貞則
　　　　

産業建設常任委員会

委員長　　手塚　英樹
副委員長　諸隈　洋介
委員　　　岩尾　　匡
委員　　　樋渡　　徹
委員　　　松尾　文則
　　　　

議会運営委員会

委員長　　蒲原多三男
副委員長　梶原　貞則
委員　　　諸隈　洋介
委員　　　中島　達郎
委員　　　手塚　英樹
委員　　　藤　誠一郎

議会広報発行特別委員会

委員長　　諸隈　洋介
副委員長　樋渡　　徹
委員　　　浦川　和彦
委員　　　岩尾　　匡
委員　　　久保田　豊
委員　　　中島　達郎

松永　俊和
議会選出監査委員

伊万里・有田地区
医療福祉組合議会議員

伊万里・有田地区
衛生組合議会議員

伊万里・有田
消防組合議会議員

今泉藤一郎
松尾　文則
松永　俊和
蒲原多三男
池田　榮次
藤　誠一郎

今泉藤一郎　松尾　文則

久保田　豊　中島　達郎

樋渡　　徹　手塚　英樹

梶原　貞則　藤　誠一郎

今泉藤一郎
松尾　文則
手塚　英樹
原田　一宏
松永　俊和

　　ピックアップ

文教厚生常任委員
会

◆　委員会紹介　文教厚生常任委員会

議会の常任委員会の仕事とは？
有田町に限らず議会では議案等を専門的、効率的に審査、調査するために「常任委員会」が
設けられています。議員は必ず 1 つの常任委員会に所属することになっており、各常任委員会
の定数も定められています。議案などの議決すべき事項は本会議において決定するのですが、
議会で取り扱う問題は広範囲にわたり複雑化していますので、より専門的・効率的に審査をす
るための内部組織として各常任委員会を設置しています。

例えば　福祉・介護・教育などを所管します。

活動内容はそれぞれの所管事項にかかる審査、調査を行います。
各常任委員会の所管事務調査は、議会の承認を得て閉会中に行っています。
 請願・陳情は原則、所管の常任委員会に付託されます。

教育長をはじめ、学校教育課、生涯学習
課、文化財課の課長を交え、町の教育委員
会と情報の共有を図りながら、課題などを
洗い出し、町との議論を重ね、環境を整え
てより良い「有田の町づくり」を目に見え
るカタチで実現できるように議会として全
力で取り組む！

町の抱える課題の見える化！

６月議会で町長が所信表明で述べた
子育て支援センター「ちろりん」など
活用し、「今後も子育て支援の充実に
取組む」との言葉通り、町の施策をし
っかり見極め、子育て支援を議会とし
て全面的にバックアップ !

子育てしやすい町づくり！

令和４年６月24日　議題「教育行政について」

お問い合わせは
こちら➡

文教厚生常任委
員会

閉会中の研修

（子育て支援センター「ちろりん」内）

4 月 21 日の臨時議会で議長に就任させて頂きました。6月議会では 14 人が登壇し一般質問を
されました。三つの常任委員会でも、それぞれに積極的な質疑応答が行われました。農林商工業
の振興や医療福祉、子育て環境の拡充は重要で全ては有田町のために成ることは、しっかり取り
組みます。更に皆様の期待に添えるよう各議員は切磋琢磨していく所存です。コロナ禍で傍聴は
控えて頂いていますが、まずは早く平時を取り戻せることを心から祈念いたします。

◆議長　今泉 藤一郎
　　　　　　　（63歳）

略歴
平成 11年初当選　
前文教厚生常任委員長　

◆副議長　松尾 文則
　　　　　　　（61歳）

略歴
平成 15年初当選　
前議長　
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有田町に限らず議会では議案等を専門的、効率的に審査、調査するために「常任委員会」が

設けられています。議員は必ず 1 つの常任委員会に所属することになっており、各常任委員会
の定数も定められています。議案などの議決すべき事項は本会議において決定するのですが、
議会で取り扱う問題は広範囲にわたり複雑化していますので、より専門的・効率的に審査をす
るための内部組織として各常任委員会を設置しています。

例えば　福祉・介護・教育などを所管します。

活動内容はそれぞれの所管事項にかかる審査、調査を行います。
各常任委員会の所管事務調査は、議会の承認を得て閉会中に行っています。
 請願・陳情は原則、所管の常任委員会に付託されます。

教育長をはじめ、学校教育課、生涯学習
課、文化財課の課長を交え、町の教育委員
会と情報の共有を図りながら、課題などを
洗い出し、町との議論を重ね、環境を整え
てより良い「有田の町づくり」を目に見え
るカタチで実現できるように議会として全
力で取り組む！

町の抱える課題の見える化！

６月議会で町長が所信表明で述べた
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議案番号 提 出 議 案 審議の結果

議案第28号 令和3年度有田町公共下水道事業会計決算認定について 賛成全員

議案第32号 佐賀県市町総合事務組合規約の変更について 賛成全員

議案第33号

令和4年度有田町一般会計補正予算（第1号）について
〈反対討論〉
◦内山地区振興事業3673万円については、更なる精査が必要であり

計画の見直し、是正を求める。(藤議員）
◦旧佐賀銀行跡地を目的もなく購入するのは反対だ。人口流出を防

ぐ住みよい町づくりの予算計上を。（池田議員）
〈賛成討論〉
◦これからの有田町を支えるのは観光と考え、観光産業をどう農業

と窯業に絡めていくかも考えて、跡地を早期に購入し新しい動き
を早めに作るべきと思う。（手塚議員）

◦町外の人などが跡地を購入する前に購入し、内山地区の中心を活
性化していく。観光に絶対必要なことだと思う。（梶原議員）

賛成多数
賛成12人
反対 3人

議案第34号 令和4年度有田町介護保険特別会計補正予算（第1号）について 賛成全員

☆赤坂球場施設管理事業／ 
赤坂球場夜間照明（LED）取替工事費　6380万円

2024年、昭和51年以来48年ぶりの国民スポーツ大会が、佐賀県で開催される。本町は、
軟式野球競技とウエイトリフティング競技の会場となる。そこでこれを機に町民のスポー
ツへの関心を更に高め、町民誰もが生涯を通じてスポーツに親しみ、日々の暮らしへの活
気づくりになればと願っている。開催を２年後に控え、本町を訪れる全国のアスリートや
大会関係者に、この町の歴史や文化に触れてもらうことも重要である。また、快適な環境
の中で軟式野球を堪能し、勝敗に関わらず喜んでもらい、良い思い出を故郷各地に持ち帰
ってもらうことも大切であり、照明のLED取替工事を決定した。

▲赤坂球場の外観

令和４年６月

議会議案の議会議案の
審議結果審議結果
（一部抜粋

）

クローズアップ
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☆内山地区振興事業／ 
旧佐賀銀行有田支店跡地購入費　3673万円

令和４年３月に策定した有田内山グランドデザインでは、今後の活性化に向けた事業の
方向性を示しており、佐銀有田支店跡地周辺について、札の辻周辺を核とした賑わいづく
りや、暮らしやすさに繋がる取り組みが必要であるとしている。具体的には交流、起業、
体験、見学、案内、回遊の６つの機能を持った事業に取り組む。また、この跡地は内山地
区の中心に位置しており、古くは江戸の昔より人や物の交流が盛んなところでもあった。
この歴史的にも重要な場所は、地域まちづくりの拠点性の発揮そして公共施設等総合管理
計画に基づく将来的な施設の再編など、複数の機能を果たす可能性のある土地であるため、
購入費の予算計上となった。

▲旧佐賀銀行有田支店跡地

個人番号カード普及促進事業／商品券給付　5096万円

商品券（町）

マイナポイント第２弾（国）

マイナンバーカード
取得

健康保険証
利用申込

公金受取
口座登録

マイナンバー
カード取得者 5,000円 5,000円分

 （第1弾申込者を除く） 7,500円分 7,500円分

◆マイナンバーカード 

普及促進キャンペーン期間 

7月1日㈮～ 9月30日㈮

◆対象 

9/30までに申請し、 

12/28までにカードを受け取った方

商品券は町内で利用可能（8/1時点でカード

をすでに所持の方には準備しだい郵送。8/1

以降の新規申請はカード受取時窓口交付）

こんなに便利！マイナンバーカード
☆コンビニで住民票や印鑑証明書などの諸証明が
取得できます

☆好きな時間におうちでインターネットを使って
確定申告ができます

☆健康保険証として利用できます
☆急な入院の際、限度額適用認定証としても利用
できます

☆顔写真がついているので本人確認書類として利
用できます

この機会にぜひ
取得しましょう
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和
４
年
度
有
田
町
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

浦
川
委
員　

子
ど
も
の
未
来

応
援
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

形
成
支
援
事
業
の
内
容
説

明
を
︒

子
育
て
支
援
課
長　

子
ど
も

の
居
場
所
づ
く
り
︑
相
談

や
学
習
支
援
等
を
行
う
事

業
で
︑
補
助
額
は

上
限
１
５
０
万

円
︒
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

か
ら
東
地
区
と
西

地
区
各
１
カ
所
で

実
施
希
望
あ
り
︒

福
島
委
員　

伊
万

里
・
有
田
障
害
者

生
活
支
援
セ
ン
タ

ー
事
業
の
状
況

は
︒

健
康
福
祉
課
長　

令

和
３
年
度
ま
で

は
︑
伊
万
里
・
有

田
地
区
で
瑠
璃
光
苑
に
委

託
し
て
い
た
が
︑
４
年
度

か
ら
伊
万
里
市
と
有
田
町

の
そ
れ
ぞ
れ
で
運
営
す
る

こ
と
に
な
り
増
額
︒
現
在

は
慈
光
会
に
委
託
し
︑﹁
ク

レ
ヨ
ン
の
家
﹂
内
に
事
務

所
を
置
き
︑
職
員
１
人
以

上
で
運
営
さ
れ
て
い
る
︒

松
永
委
員　

給
食
費
に
つ
い

て
︑
施
設
型
給
付
費
と
地

域
型
給
付
費
の
違
い
は
︒

具
体
的
な
実
例
を
︒

▲クレヨンの家

▲間伐した様子

道
接
続
に
つ
い
て
は

接
続
工
事
費
や
利
用

料
が
発
生
す
る
の

で
︑
接
続
し
た
場
合

の
利
用
料
と
︑
汲
み

取
り
や
単
独
浄
化

槽
︑
合
併
浄
化
槽
の

維
持
費
と
の
比
較
を

お
願
い
し
て
い
る
︒

ま
た
︑
接
続
の
タ
イ

ミ
ン
グ
と
し
て
は
︑

子
ど
も
世
帯
と
の
同

居
や
︑
家
を
建
て
直

す
機
会
等
が
考
え
ら

れ
る
が
︑
な
る
べ
く

商
工
・
環
境
・
農
林
・
土
木
建
設
・

上
・
下
水
道
・
農
業
集
落
排
水
・

浄
化
槽
・
宅
地
分
譲
な
ど
に
関
す

る
こ
と
に
つ
い
て
審
議
し
ま
す
。

民
生
、
保
健
、
医
療
、
福
祉
、
介

護
、
教
育
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い

て
審
議
し
ま
す
。

産
業
建
設

常
任
委
員
会

文
教
厚
生

常
任
委
員
会

６月定例議会委員会審議
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子
育
て
支
援
課
長　

施
設
型

給
付
費
等
事
業
は
︑
私
立

の
認
定
こ
ど
も
園
に
対
す

る
事
業
で
町
内
に
５
園
︑

地
域
型
給
付
費
等
事
業

は
︑
私
立
の
小
規
模
保
育

事
業
所
に
対
す
る
事
業

で
︑
町
内
に
は
な
い
た
め

町
外
の
施
設
を
利
用
し
て

い
る
︒
今
回
の
給
食
費
の

補
助
は
町
内
に
あ
る
施
設

に
対
す
る
補
助
で
あ
る
︒

梶
原
委
員　

感
染
症
対
策
事

業
の
詳
細
説
明
を
︒

健
康
福
祉
課
保
健
監　

新
型

コ
ロ
ナ
以
外
の
感
染
症
に

対
す
る
事
業
で
あ
り
︑
子

宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
関
す
る
予
算
を
計

上
し
て
い
る
︒
小
学
６
年

~
高
校
１
年
生
ま
で
の
女

の
子
に
対
す
る
予
防
接
種

で
あ
る
︒

梶
原
委
員　

Wi
‐
Fi
ル
ー
タ

ー
購
入
費
の
詳
細
説
明

を
︒

学
校
教
育
課
長　

児
童
の
家

庭
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環

境
が
な
い
場
合
︑
Wi
‐
Fi

ル
ー
タ
ー
を
貸
し
出
し
て

対
応
︒
１
校
当
た
り
10
台

を
予
定
し
て
お
り
︑
６
校

で
60
台
を
購
入
予
定
︒

▼
令
和
４
年
度
有
田
町
介
護

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

藤
委
員　

認
知
症
が
増
え
て

い
る
︑
状
況
と
対
策
は
︒

健
康
福
祉
課
長　

２
０
３
５

年
に
は
１
︐
５
０
０
人
に

な
る
見
込
み
︒
今
年
度
１

事
業
所
を
認
知
症
の
方
に

特
化
し
た
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
へ
施
設
を
転
換
し
た

が
︑
今
後
さ
ら
な
る
対
応

が
必
要
︒

上
程
さ
れ
た
す
べ
て
の
議

案
は
全
員
賛
成
で
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
し
ま
し
た
︒

（
委
員
会
構
成
議
員　

６
人
）

委
員
長　

中
島　

達
郎

副
委
員
長　

蒲
原
多
三
男

▼
令
和
４
年
度
有
田
町
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

歳　

入

中
島
委
員　

窯
業
界
は
百
年

に
一
度
の
危
機
で
あ
る

が
︑
有
田
焼
創
業
４
０
０

年
祭
基
金
は
︑
今
後
も
取

り
崩
す
こ
と
は
可
能
か
︒

財
政
課
長　

必
要
に
応
じ
て

取
り
崩
す
こ
と
は
可
能

だ
︒

歳　

出

池
田
委
員　

町
が
︑
佐
銀
有

田
支
店
跡
地
を
購
入
す
る

理
由
は
何
か
︒
む
し
ろ
民

間
が
購
入
し
て
は
ど
う

か
︒

ま
ち
づ
く
り
課
長　

民
間
主

導
は
︑
町
民
が
思
う
方
向

性
と
合
致
す
る
の
か
︑
難

し
い
面
も
あ
る
と
考
え

る
︒

池
田
委
員　

購
入
す
る
本
当

の
目
的
︑
費
用
対
効
果
を

考
え
る
と
︑
手
を
付
け
な

い
方
が
よ
い
の
で
は
︒　

ま
ち
づ
く
り
課
長　

観
光
だ

け
で
は
な
く
︑
住
環
境
や

利
便
性
も
考
え
て
︑
バ
ラ

ン
ス
よ
く
開
発
し
て
︑
内

山
地
区
の
核
と
な
る
場
所

に
な
れ
ば
と
考
え
る
︒

原
田
委
員　

購
入
用
地
の
間

に
宅
地
が
あ
る
が
︑
将
来

的
に
ど
う
考
え
る
の
か
︒

ま
ち
づ
く
り
課
長　

個
人
所

有
の
土
地
で
あ
り
︑
現
在

購
入
の
予
定
は
な
い
︒

今
泉
委
員　

購
入
目
的
は
内

山
地
区
を
商
業
地
に
す
る

こ
と
か
︑
観
光
地
に
す
る

こ
と
か
︒

ま
ち
づ
く
り
課
長　

住
み
や

す
い
住
環
境
の
整
備
︑
内

い
う
具
体
的
な
予
定
を
︒

ま
ち
づ
く
り
課
長　

銀
行
跡

地
を
核
と
し
て
整
備
を
行

う
場
合
︑
過
疎
債
の
利
用

が
で
き
る
︒
過
疎
債
は
令

和
３
年
か
ら
10
年
間
利
用

で
き
る
た
め
︑
そ
れ
が
ひ

と
つ
の
目
安
と
考
え
る
︒

久
保
田
委
員　

過
疎
債
の
金

額
は
ど
れ
く
ら
い
か
︒

ま
ち
づ
く
り
課
長　

配
分
さ

れ
る
前
に
要
望
額
を
出

し
︑そ
の
額
次
第
と
な
る
︒

上
程
さ
れ
た
議
案
は
賛
成

多
数
で
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
︒

▲旧佐賀銀行有田支店

総
務
に
関
す
る
こ
と
、
他
の
委
員

会
に
属
し
な
い
こ
と
、
全
般
に
つ

い
て
審
議
し
ま
す
。

総
務
常
任
委
員
会

６月定例議会委員会審議

山
地
区
に
合

っ
た
観
光
︑

次
世
代
へ
繋

げ
る
活
力
の

創
出
な
ど
バ

ラ
ン
ス
よ
く

推
進
し
て
い

け
れ
ば
と
考

え
て
い
る
︒

蒲
原
委
員　

今

後
の
見
通
し

と
し
て
︑
い

つ
ま
で
に
と
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池
い け

田
だ

 榮
え い

次
じ

 議員

分収林の間伐材売却益も分配対象か

規則を見直し　全額を育林者に答

▽
育
林
者
の
収
益
に

議
員　

12
月
議
会
で
私

は
︑
間
伐
材
の
売
却
益
を

町
が
分
配
対
象
と
し
て
要

求
す
る
の
は
契
約
の
拡
大

解
釈
だ
と
反
論
し
た
が
︒

農
林
課
長　

森
林
環
境
の

整
備
に
は
間
伐
は
重
要
な

作
業
で
あ
る
︒
令
和
３
年

度
分
か
ら
間
伐
材
の
売
却

益
は
集
落
等
の
収
益
と
す

る
よ
う
規
則
を
見
直
し
た
︒

▽
配
分
割
合
の
見
直
し
を

議
員　

60
年
・
80
年
と
育

て
た
成
木
を
皆
伐
し
て
売

却
す
る
際
の
配
分
割
合

は
︑
町
が
３
割
︑
育
林
者

側
が
７
割
だ
が
︑
水
涵
養

や
保
安
林
等
と
し
て
の
山

の
保
全
︑
後
継
者
育
成
や

育
林
意
欲
の
向
上
・
持
続

に
は
︑
育
林
者
側
の
配
分

を
増
や
す
こ
と
が
重
要
だ

と
思
う
︒

町
長　

12
月
か
ら
の
要
望

で
︑検
討
を
続
け
て
い
る
︒

一
般
質
問

町
政
を
徹
底
追
求
！

一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
町
政
に
つ
い
て
自
由
に
質
問
を
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。
質
問
す
る
項
目
は
事
前
に
通
告
し
ま
す
。

時
間
内
で
あ
れ
ば
納
得
が
い
く
ま
で
何
度
も
質
問
で
き
る
「
一
問
一
答
方
式
」
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

分
収
造
林
契
約

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

の
効
果

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド

▽
有
田
町
の
感
染
者

議
員　

コ
ロ
ナ
感
染
者
が

一
向
に
減
ら
な
い
が
︒

健
康
福
祉
課
長　

昨
年
12

月
ま
で
は
69
人
︒
今
年
１

月
か
ら
感
染
力
の
強
い
オ

ミ
ク
ロ
ン
株
が
拡
大
し

て
︑
５
月
末
で
８
９
１
人

と
な
っ
た
︒
10
歳
未
満
が

２
１
７
人
で
最
も
多
い
︒

県
内
20
市
町
の
人
口
比
で

15
位
（
４
・
７
％
）
と
低

位
で
は
あ
る
︒

▽
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
回
数

議
員　

４
回
目
の
接
種
を

勧
め
る
回
覧
が
あ
っ
た
︒

何
回
打
て
ば
安
心
な
の

か
︒

健
康
福
祉
課
長　

時
間
の

経
過
に
伴
い
予
防
効
果
の

低
下
が
示
唆
さ
れ
て
い

る
︒４

回
目
接
種
が
先
行
し

て
い
る
諸
外
国
の
動
向
を

踏
ま
え
︑
重
症
化
リ
ス
ク

が
高
い
高
齢
者
や
基
礎
疾

患
を
有
す
る
方
に
４
回
目

の
接
種
を
勧
め
て
い
る
︒

何
回
で
安
心
な
の
か
は
答

え
が
出
て
い
な
い
︒

▽
有
田
町
で
の
普
及
状
況

議
員　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
は
全
国
民
の
約
44
％

に
普
及
し
て
い
る
と
報
道

さ
れ
た
︒
町
の
実
態
は
︒

住
民
環
境
課
長　

町
の
普

及
率
は
約
38
％
と
低
い
︒

議
員　

今
は
健
康
保
険
証

と
し
て
も
使
え
る
︒
運
転

免
許
証
な
ど
一
体
化
を
図

る
方
針
な
の
で
公
的
な
身

分
証
明
書
に
も
な
る
︒
２

万
円
の
ポ
イ
ン
ト
も
付

く
︒
積
極
的
な
普
及
を
求

め
る
︒

有田町 新型コロナウイルス陽性者数
（令和4年5月31日現在）

10歳
未満

10歳
代
20歳
代
30歳
代
40歳
代
50歳
代
60歳
代
70歳
代
80歳
代
90歳
以上 計

計

男 110 64 37 61 40 32 35 17 12 3 411

女 107 56 46 79 69 31 44 15 17 16 480

計 217 120 83 140 108 52 79 32 29 19 891

30代と比較した場合の各年代の重症化率

10歳
未満 10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 80歳代 90歳以上

※重症化率は、新型コロナウイルス感染症と診断された症例（無症状を含む）のうち、集中治療室での治療や人工呼吸器などによる治療を行った症例または死亡した症例の場合。

マイナンバーカードの普及状況

有 田 町 R4. 6. 1現在 全 国 R4. 5. 現在

男 女 計 男 女 計

人口〔人〕 8,947 10,222 19,169 61,797,907 64,856,337 126,654,244

交付率〔％〕 37.9 38.7 38.3 44.7 43.4 44.0

0.5倍 0.2倍 0.3倍 1倍 4倍 10倍 25倍 47倍 71倍 78倍
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浦
う ら

川
か わ

 和
か ず

彦
ひ こ

 議員

子どもたちのための部活動改革を

子どもたちを置き去りにしない答

議
員　

部
活
動
改
革
で
は

休
日
に
教
師
が
指
導
を
行

わ
ず
︑
地
域
の
活
動
と
し

て
実
施
で
き
る
環
境
を
令

和
７
年
度
末
ま
で
に
整
え

る
よ
う
示
さ
れ
て
い
る

が
︑教
育
長
の
考
え
方
は
︒

教
育
長　

県
教
委
よ
り

﹃
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
部
活
﹄
と
い

う
考
え
方
を
出
さ
れ
て
い

る
︒
20
市
町
と
一
緒
に
同

じ
方
向
性
を
持
っ
て
取
り

組
み
た
い
︒

議
員　

期
限
が
区
切
ら
れ

て
い
る
中
で
子
ど
も
た
ち

を
置
き
去
り
に
見
切
り
発

車
す
る
の
で
は
な
い
か
と

危
惧
す
る
︒
部
活
動
が
果

た
し
て
き
た
役
割
は
大
き

く
︑
集
団
で
の
活
動
を
通

し
た
人
間
形
成
の
場
や
多

様
な
生
徒
が
活
躍
で
き
る

場
が
失
わ
れ
な
い
よ
う
に

移
行
す
る
こ
と
が
大
切

だ
︒
誰
の
た
め
に
何
の
た

め
の
改
革
な
の
か
の
意
義

と
課
題
を
整
理
し
な
が
ら

議
員　

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ

ー
に
つ
い
て
町
民
に
改
善

要
望
の
聞
き
取
り
を
行
っ

た
︒
利
便
性
が
悪
い
３
つ

の
こ
と
を
改
善
で
き
な
い

か
︒
一
つ
は
︑
大
山
・
曲

川
地
区
の
買
い
物
の
指
定

場
所
が
ブ
リ
ス
店
の
み
と

な
っ
て
い
る
︒
福
祉
保
健

セ
ン
タ
ー
に
指
定
場
所
を

増
や
せ
ば
運
行
経
路
が
増

え
利
便
性
が
広
が
る
︒
二

つ
は
︑
現
地
に
到
着
し
て

か
ら
の
２
時
間
待
ち
を
短

縮
で
き
な
い
か
︒三
つ
は
︑

金
融
機
関
へ
の
立
ち
寄
り

は
で
き
な
い
か
︒

ま
ち
づ
く
り
課
長　

地
区

内
限
定
の
公
共
交
通
機
関

の
位
置
づ
け
で
西
地
区
か

ら
東
地
区
へ
の
移
動
や
途

一
般
質
問

町
政
を
徹
底
追
求
！

議
会
だ
よ
り
に
掲
載
し
て
い
る
議
員
の
一
般
質
問
の
文
責
は
各
議
員
に
あ
り
ま
す
。

中
学
校

部
活
動
改
革

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ

ー
の
改
善

▽
有
田
町
で
の
普
及
状
況

議
員　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
は
全
国
民
の
約
44
％

に
普
及
し
て
い
る
と
報
道

さ
れ
た
︒
町
の
実
態
は
︒

住
民
環
境
課
長　

町
の
普

及
率
は
約
38
％
と
低
い
︒

議
員　

今
は
健
康
保
険
証

と
し
て
も
使
え
る
︒
運
転

時
間
を
か
け
て
丁
寧
な

議
論
を
進
め
て
い
く
べ

き
︒
教
育
委
員
会
を
中

心
に
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の

各
団
体
や
保
護
者
も
含

め
て
地
域
運
営
組
織
の

形
成
が
必
要
で
あ
り
︑

合
意
形
成
に
多
く
の
時

間
を
要
す
る
︒
ま
た

様
々
な
課
題
も
多
く
︑

早
急
に
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
い
け
な
い
が
︑
そ

の
理
解
と
認
識
で
良
い

か
︒

教
育
長　

理
解
と
認
識

は
そ
の
通
り
で
あ
る
︒

教
員
の
働
き
方
改
革
の

方
が
表
に
大
き
く
取
り

上
げ
ら
れ
る
が
︑
子
ど

も
た
ち
を
置
き
去
り
に

し
な
い
部
活
動
改
革
も

重
要
で
あ
る
︒
早
急
に
環

境
を
作
っ
て
い
き
た
い
︒

町
長　

教
育
委
員
会
と
ス

ク
ラ
ム
を
組
ん
で
取
り
組

み
た
い
︒

中
下
車
は
で
き

な
い
︒
運
行
時

間
の
短
縮
は
業

者
と
協
議
し
て

検
討
し
て
い

く
︒
金
融
機
関

で
の
発
着
に
つ

い
て
は
有
田
町

地
域
公
共
交
通

計
画
の
中
で
反

映
さ
せ
て
利
便

性
を
図
り
た

い
︒

議
員　

地
域
福

祉
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
で

﹃
利
用
し
や
す

い
交
通
機
関
の

充
実
﹄
が
重
要

直
し
な
が
ら
︑
多
様
な
輸

送
資
源
を
最
大
限
に
活
用

す
る
こ
と
で
︑
持
続
可
能

な
地
域
旅
客
運
送
サ
ー
ビ

ス
を
確
保
し
て
い
く
こ
と

に
つ
な
が
る
︒
有
田
町
地

域
公
共
交
通
会
議
で
議
論

し
計
画
を
策
定
す
る
︒

▲部活動は生徒の「居場所」でもある

▲デマンドタクシー

だ
と
回
答
し
た
人
が
一

番
多
く
51
％
を
占
め
て

い
た
︒
ま
た
改
正
道
路

交
通
法
に
よ
り
高
齢
者

は
免
許
更
新
の
ハ
ー
ド

ル
が
高
く
な
り
︑
公
共

交
通
機
関
へ
の
ニ
ー
ズ

は
更
に
大
き
く
な
る
︒

町
長
の
考
え
方
は
︒

町
長　

今
の
町
内
の
公

共
交
通
の
あ
り
方
を
見

9



答

一
般
質
問

町
政
を
徹
底
追
求
！

一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
町
政
に
つ
い
て
自
由
に
質
問
を
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。
質
問
す
る
項
目
は
事
前
に
通
告
し
ま
す
。

時
間
内
で
あ
れ
ば
納
得
が
い
く
ま
で
何
度
も
質
問
で
き
る
「
一
問
一
答
方
式
」
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

白
壁
風
の
土
壁

修
復

町
道
整
備
と
水
路

確
保

松
ま つ

永
な が

 俊
と し

和
か ず

 議員

白壁風の防護壁の修復を

早急に対処したい

議
員　

白
川
川
沿
い
の
白

壁
風
防
護
壁
が
破
損
し
て

放
置
さ
れ
て
い
る
︒

▽
側
溝
新
設
置
を

議
員　

県
道
稗
古
場
・
有

田
線
の
戸
杓
か
ら
戸
矢
上

野
地
区
へ
向
か
う
町
道

は
︑
雨
水
が
溜
ま
っ
て
池

の
よ
う
に
な
り
︑
ど
こ
が

道
路
か
分
か
ら
ず
︑
困
惑

す
る
こ
と
が
常
態
化
し
て

い
る
︒
梅
雨
時
期
に
な
る

と
︑
更
に
広
く
溜
ま
る
︒

一
晩
の
雨
で
左
下
の
写
真

の
よ
う
な
状
態
に
な
る
︒

右
の
写
真
は
内
山
地
区

の
八
坂
神
社
へ
上
る
白
川

の
川
沿
い
に
あ
る
塀
の
現

状
で
あ
る
︒
川
に
下
り
ら

れ
る
よ
う
に
し
て
あ
る

が
︑
手
を
つ
け
ば
す
ぐ
に

崩
れ
落
ち
︑
転
落
す
る
恐

れ
が
あ
る
と
の
住
民
か
ら

の
指
摘
は
︑
数
年
前
か
ら

あ
っ
た
︒そ
れ
に
こ
こ
は
︑

今
年
３
年
ぶ
り
に
開
催
さ

れ
︑
多
く
の
家
族
連
れ
が

訪
れ
た
有
田
陶
器
市
の
会

場
す
ぐ
近
く
だ
︒
現
場
近

く
で
は
子
ど
も
達
の
遊
ぶ

姿
が
見
ら
れ
る
︒
子
ど
も

▲白壁風の防護壁

▲水が溜まりやすい町道戸杓21号線

▲白壁風の防護壁

達
が
転
落
し
て
か
ら

で
は
遅
い
︒
早
急
な

修
復
を
︒

建
設
課
長　

道
路
敷

き
で
も
あ
り
︑
早
急

に
対
応
す
る
︒

議
員　

ま
た
︑
中
の

原
橋
近
く
の
川
沿
い

の
所
も
破
損
し
て
い

る
︒内

山
地
区
は
伝
統

的
建
造
物
群
保
存
地

で
対
応
す
る
︒

議
員　

こ
の
事
案
は
数
年

前
か
ら
要
望
が
あ
っ
た

が
︑
修
理
が
で
き
て
い
な

か
っ
た
︒
住
民
か
ら
の
陳

情
だ
︒
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄

と
同
じ
で
︑
白
壁
風
の
土

壁
２
カ
所
約
８
メ
ー
ト
ル

近
く
︑
破
損
箇
所
の
放
置

が
続
く
と
無
関
心
に
な
っ

て
く
る
︒
夜
間
だ
と
な
お

さ
ら
だ
︒
破
損
し
た
場
合

の
連
絡
先
や
注
意
喚
起
の

看
板
な
ど
の
設
置
を
︒

町
長　

本
来
で
あ
れ
ば
破

損
し
た
時
は
自
己
申
告
で

お
願
い
し
た
い
が
︑
区
長

か
ら
の
要
望
で
対
応
す
る
︒

区
で
あ
る
︒
町
は
観
光
振

興
対
策
と
し
て
伝
建
地
区

の
家
屋
は
︑
毎
年
数
件
︑

町
の
補
助
事
業
で
修
復
さ

れ
て
い
る
︒
私
は
家
屋
の

み
で
は
な
く
︑
自
然
・
環

境
・
景
観
も
観
光
の
魅
力

と
し
て
大
事
で
は
な
い
か

と
思
う
︒
こ
の
ま
ま
の
状

態
で
は
観
光
客
の
印
象
が

良
く
な
い
︑
早
期
の
修
復

で
対
応
を
︒

町
長　

来
年
は
全
国
か
ら

伝
建
関
係
者
が
多
く
来
有

さ
れ
る
予
定
で
あ
る
︒
修

復
し
な
く
て
は
い
け
な

い
︒
こ
の
よ
う
な
事
案
は

区
長
か
ら
の
正
式
な
要
望

に
よ
り
土
砂
が
堆
積
し
た

も
の
だ
︒

対
策
と
し
て
早
急
に
路

面
上
の
土
砂
を
徹
去
す

る
︒予

算
状
況
も
あ
る
が
︑

そ
の
他
に
︑
ど
の
よ
う
な

対
応
策
が
あ
る
か
︑
隣
接

地
の
所
有
者
と
協
議
し
て

か
ら
本
年
度
中
に
行
う
︒

◇
そ
の
他
の
質
問

·
新
幹
線
開
通
に
合
わ
せ

た
集
客
対
策
の
協
議

は
︒

水
捌
け
が
で
き

て
い
な
い
の
で

水
路
の
確
保
と

側
溝
の
新
設
が

で
き
な
い
か
︒

ま
た
︑
道
路
と

川
の
境
に
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
の
設

置
を
︒

建
設
課
長　

現

場
は
町
道
戸
杓

21
号
線
で
︑
基

本
的
な
原
因
と

し
て
隣
接
地
か

ら
の
雨
水
流
入
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答

一
般
質
問

町
政
を
徹
底
追
求
！

議
会
だ
よ
り
に
掲
載
し
て
い
る
議
員
の
一
般
質
問
の
文
責
は
各
議
員
に
あ
り
ま
す
。

役
場
庁
舎
内
の

組
織
改
編

観
光
と
内
山
地
区

の
整
備

▽
窓
口
業
務
の
改
善

議
員　

昨
年
の
９
月
議
会

で
︑
煩
雑
な
関
連
業
務
を

一
つ
の
窓
口
で
扱
う
﹁
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
﹂

を
実
施
す
る
総
合
窓
口
の

設
置
が
必
要
だ
が
実
施
す

る
考
え
は
︑と
の
問
い
に
︑

必
要
性
は
感
じ
る
が
早
急

▽
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
設
置
は

議
員　

陶
器
市
で
は
内
山

地
区
の
女
子
ト
イ
レ
不
足

を
解
消
し
な
け
れ
ば
通
年

観
光
は
厳
し
い
と
の
声
と

佐
賀
銀
行
の
移
転
に
よ
り

Ａ
Ｔ
Ｍ
が
な
く
な
り
非
常

に
不
便
だ
と
の
意
見
も
多

い
︒
こ
の
件
は
以
前
よ
り

地
元
住
民
の
要
望
も
多

く
︑
観
光
面
や
住
民
の
不

便
を
解
消
す
る
た
め
に
も

必
要
︒
佐
賀
銀
行
跡
近
辺

に
大
手
コ
ン
ビ
ニ
系
の
銀

行
が
運
営
す
る
Ａ
Ｔ
Ｍ
を

設
置
す
べ
き
だ
と
考
え
る

が
︒

▲芦屋市の「窓口コンシェルジュのバッチ」（出典：芦屋市HP）

▲大手コンビニ銀行ATM設置事業（出典：セブン銀行HP）

諸
も ろ

隈
く ま

 洋
よ う

介
す け

 議員

役場庁舎内の窓口業務の改善は

出来ることから早急に検討する

に
は
難
し
い
と

の
答
弁
だ
っ

た
︒
そ
の
後
の

進
捗
は
︒

総
務
課
長　

現

在
は
際
立
っ
た

進
捗
は
な
い
︒

政
策
調
整
機
能

の
強
化
な
ど
は

別
の
形
で
協
議

の
場
を
設
け
て

い
る
が
︑
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
サ
ー

ビ
ス
や
︑
総
合

政
策
課
設
置
も

含
め
て
今
後
早

急
に
検
討
し
た

い
︒

議
員　

組
織
の
大
幅
な
改

編
と
現
在
の
仕
組
み
で
改

善
で
き
る
も
の
は
分
け
て

進
め
る
こ
と
が
現
実
的
で

あ
る
︒
本
格
的
に
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
導
入
ま

で
の
方
策
と
し
て
︑
退
職

し
た
役
場
職
員
を
総
合
案

内
係
﹁
窓
口
コ
ン
シ
ェ
ル

ジ
ュ
﹂
と
し
て
再
任
用
す

る
な
ど
︑
運
用
で
改
善
で

き
る
点
も
あ
る
︒

総
務
課
長　

窓
口
サ
ー
ビ

ス
向
上
な
ど
定
年
延
長
も

含
め
て
︑
人
事
及
び
人
材

活
用
を
検
討
す
る
︒

町
長　

時
代
の
趨
勢
を
踏

ま
え
︑
組
織
編
制
や
人
事

ま
で
︑
世
代
の
偏
り
の
是

正
も
含
め
改
善
し
て
い

く
︒

ま
ち
づ
く
り
課
長　

内
山

地
区
か
ら
要
望
も
多
く
︑

こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
公
共
施

設
等
に
設
置
可
能
と
あ

り
︑
良
い
事
業
制
度
だ
と

考
え
る
︒
た
だ
設
置
費
用

や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
含
め

た
コ
ス
ト
な
ど
︑
今
後
は

有
田
内
山
地
区
の
整
備
の

中
で
検
討
し
た
い
︒

町
長　

観
光
と
住
民
の
ニ

ー
ズ
に
対
応
し
た
提
案
な

の
で
内
山
の
再
開
発
の
中

で
前
向
き
に
取
り
組
む
︒

◇
そ
の
他
の
質
問

·
旧
佐
賀
銀
行
の
跡
地
の

買
収
の
件
︒

·
町
長
の
２
期
目
の
政
策

の
優
先
順
位
は
︒
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答

一
般
質
問

町
政
を
徹
底
追
求
！

一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
町
政
に
つ
い
て
自
由
に
質
問
を
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。
質
問
す
る
項
目
は
事
前
に
通
告
し
ま
す
。

時
間
内
で
あ
れ
ば
納
得
が
い
く
ま
で
何
度
も
質
問
で
き
る
「
一
問
一
答
方
式
」
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

議
員　

町
の
神
社
仏
閣
な

ど
を
文
化
観
光
の
拠
点
施

設
と
位
置
付
け
た
﹁
文
化

観
光
推
進
法
﹂の
活
用
を
︒

文
化
財
課
長　

文
化
財
保

存
活
用
地
域
計
画
が
︑
文

化
財
の
保
存
活
用
を
継
続

性
や
一
貫
性
を
も
っ
て
計

画
的
に
進
め
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
地
域
社
会
総
が

か
り
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
で
あ
る
の
に
対
し
て
︑

文
化
観
光
推
進
法
は
地
域

の
博
物
館
な
ど
を
拠
点
施

議
員　

有
害
鳥
獣
の
被
害

を
被
っ
た
住
民
の
相
談
に

対
応
で
き
る
︑
専
門
知
識

を
持
っ
た
狩
猟
免
許
所
有

の
町
職
員
は
い
る
か
︒

農
林
課
長　

い
な
い
︒

議
員　

他
市
町
で
は
︑
担

当
職
員
へ
の
免
許
取
得
に

対
し
補
助
制
度
が
あ
る

が
︒

農
林
課
長　

町
に
も
制
度

は
あ
り
︑
職
員
に
限
ら
ず

町
民
も
活
用
し
て
い
る
︒

ま
た
職
員
の
受
験
の
際
の

有
給
休
暇
優
遇
は
な
い
︒

議
員　

町
長
は
︑
以
前
職

に
は
︑
九
州
陶
磁
文
化
館

な
ど
文
化
観
光
で
は
重
要

な
施
設
も
あ
り
︑
町
独
自

で
計
画
を
進
め
る
こ
と
は

困
難
を
要
す
る
︒
し
か
し

こ
れ
か
ら
の
観
光
客
誘
致

に
︑
文
化
観
光
が
大
き
な

柱
の
一
つ
に
な
る
の
は
間

違
い
な
く
︑
そ
の
取
組
が

近
年
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ

れ
て
き
て
い
る
︒
そ
こ
で

今
後
︑
文
化
財
保
存
活
用

地
域
計
画
事
業
の
活
用
も

選
択
肢
に
含
め
慎
重
に
研

究
し
た
い
︒

議
員　

内
山
地
区
全
体
が

博
物
館
の
要
素
が
あ
る
と 

思
う
︒
研
究
次
第
で
は
文

化
観
光
推
進
法
も
活
用
で

き
る
と
思
う
が
︑
内
山
グ

ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
検
討
委

員
会
の
提
案
も
参
考
に
︑

過
疎
債
事
業
計
画
と
の
同

時
進
行
で
プ
ラ
ニ
ン
グ
で

き
な
い
の
か
︒

財
政
課
長　

今
後
文
化
観

光
推
進
法
を
活
用
し
た
事

業
を
実
施
す
る
場
合
は
︑

過
疎
債
事
業
に
当
て
は
ま

る
か
否
か
を
精
査
す
る
必

要
が
あ
る
︒

町
長　

文
化
観
光
推
進
法

は
︑
文
化
と
観
光
と
二
つ

を
ま
た
い
で
い
る
が
︑
文

化
面
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ

だ
と
思
う
︒
文
化
的
な
こ

と
は
有
田
が
得
意
と
す
る

と
こ
ろ
で
あ
り
︑
そ
こ
を

含
め
て
対
応
し
た
い
︒
ま

た
︑
内
山
自
体
が
歩
く
博

物
館
︑
美
術
館
み
た
い
な

と
こ
ろ
も
あ
り
︑
そ
こ
も

う
ま
く
生
か
し
な
が
ら
︑

ま
た
文
部
科
学
省
審
議
官

（
前
佐
賀
県
副
知
事
）
な

ど
と
も
相
談
し
て
︑
研
究

し
て
い
き
た
い
︒

歴
史
に
即
し
た
有
田
町

の
観
光
活
性
化
対
策

町
職
員
の
各
種
資
格

免
許
の
取
得
奨
励

中
な か

島
し ま

 達
た つ

郎
ろ う

 議員

観光客誘致に文化財の保存活用を

文化面からのアプローチを対応したい

設
と
し
て
定
め
︑
文

化
観
光
推
進
事
業
者

と
連
携
し
て
文
化
観

光
に
焦
点
を
当
て
︑

そ
の
推
進
を
目
的
と

し
た
も
の
で
あ
る
︒

町
と
し
て
は
︑
神
社

仏
閣
な
ど
を
中
核
と

し
た
観
光
の
ス
ト
ー

リ
ー
を
組
み
立
て
る

こ
と
は
︑
文
化
推
進

法
の
性
質
上
難
し
い

と
思
う
︒
ま
た
町
内

員
の
資
格
取
得
の
質
問
に

対
し
︑
町
職
員
は
人
事
異

動
も
あ
る
が
︑
将
来
的
に

は
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
育

て
る
こ
と
も
必
要
だ
︒
熱

意
あ
る
職
員
が
い
れ
ば
︑

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
き

た
い
と
答
え
て
い
る
︒
住

民
の
た
め
に
も
な
る
資
格

取
得
の
奨
励
を
︑
強
く
要

望
す
る
︒

◇
そ
の
他
の
質
問

·
陶
器
市
期
間
中
の
女
性

ト
イ
レ
混
雑
解
消
へ
下

水
道
直
結
水
洗
ト
イ
レ

の
設
置
を

·
南
部
工
業
団
地
予
定
地

の
活
用
を

▲磁器製鳥居と内山地区

▲出典　(一社)大日本猟友会
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答

一
般
質
問

町
政
を
徹
底
追
求
！

議
会
だ
よ
り
に
掲
載
し
て
い
る
議
員
の
一
般
質
問
の
文
責
は
各
議
員
に
あ
り
ま
す
。

議
員　

有
害
鳥
獣
の
被
害

を
被
っ
た
住
民
の
相
談
に

対
応
で
き
る
︑
専
門
知
識

を
持
っ
た
狩
猟
免
許
所
有

の
町
職
員
は
い
る
か
︒

農
林
課
長　

い
な
い
︒

議
員　

他
市
町
で
は
︑
担

当
職
員
へ
の
免
許
取
得
に

対
し
補
助
制
度
が
あ
る

が
︒

農
林
課
長　

町
に
も
制
度

は
あ
り
︑
職
員
に
限
ら
ず

町
民
も
活
用
し
て
い
る
︒

ま
た
職
員
の
受
験
の
際
の

有
給
休
暇
優
遇
は
な
い
︒

議
員　

町
長
は
︑
以
前
職

▽
定
住
促
進
対
策

議
員　

本
年
４
月
時
点
の

有
田
町
年
齢
別
人
口
統
計

表
で
︑
０
歳
児
（
昨
年
５

月
か
ら
本
年
４
月
ま
で
に

誕
生
）
人
数
は
１
１
０
人

で
︑
東
地
区
62
人
︑
西
地

区
48
人
で
あ
る
︒
西
地
区

も
過
疎
化
が
危
惧
さ
れ

過
疎
化
対
策

樋
ひ

渡
わたし

　徹
とおる

 議員

人口減少対策で新規の団地開発は

適当な町有地がなく難しい

る
︒労

働
人
口
と

し
て
重
要
視
さ

れ
る
18
歳
か
ら

37
歳
の
人
口
が

少
な
い
為
︑
企

業
誘
致
に
も
影

響
が
考
え
ら
れ

る
︒過

去
の
旧
両

町
の
居
住
用
団

地
の
提
供
が
︑

舞
原
︑代
々
木
︑

黒
川
︑天
神
原
︑

赤
坂
︑
中
樽
︑

タ
ウ
ン
Ｑ
な
ど

あ
る
︒
民
営
︑

公
営
を
問
わ

ず
︑
団
地
の
分
譲
は
い
ず

れ
も
人
口
対
策
で
は
成
功

と
思
う
︒

３
月
に
県
道
伊
万
里
・

有
田
線
（
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ロ

ー
ド
）
の
一
部
が
開
通
と

な
っ
た
︒
沿
線
の
二
ノ
瀬

地
区
か
ら
広
瀬
地
区
は
交

通
の
利
便
も
良
く
な
っ
た

が
︑
伊
万
里
市
へ
の
半
導

体
関
連
の
雇
用
増
員
等
を

対
象
に
住
宅
地
の
提
供
促

進
を
計
画
し
て
は
ど
う

か
︒

ま
ち
づ
く
り
課
長　

大
山

地
区
の
人
口
は
平
成
22
年

か
ら
令
和
２
年
ま
で
に
６

３
４
人
と
落
ち
込
み
が
大

き
く
︑
何
ら
か
の
人
口
対

策
は
必
要
だ
が
︑
町
有
地

が
な
く
近
々
の
対
策
は
難

し
い
︒

▽
雇
用
の
拡
大

議
員　

２
０
０
６
年
に
︑

旧
有
田
町
と
旧
西
有
田
町

が
合
併
し
︑
新
し
い
﹁
有

田
町
﹂
と
な
っ
た
が
︑
合

併
時
よ
り
公
募
の
南
原
工

業
用
地
︑
７
年
前
よ
り
公

募
と
な
っ
た
南
部
工
業
団

地
へ
の
企
業
進
出
は
進
ん

で
い
な
い
︒

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

見
て
も
積
極
的
に
誘
致
す

る
と
い
う
姿
勢
が
感
じ
ら

れ
な
い
︒
南
原
工
業
用
地

は
取
り
付
け
道
路
が
未
整

備
の
た
め
に
消
極
的
な
表

示
と
な
っ
て
い
る
の
か
︒

世
の
中
に
は
︑
事
務
系

の
会
社
や﹁
フ
ァ
ブ
レ
ス
﹂

と
い
う
設
計
専
門
で
製
造

工
場
を
持
た
な
い
企
業
も

存
在
す
る
︒
大
型
の
輸
送

車
両
が
出
入
り
す
る
必
要

の
な
い
企
業
の
誘
致
も
可

能
で
は
な
い
の
か
︒

ま
ち
づ
く
り
課
長　

用
地

が
１
・
89
㏊
程
あ
る
が
２

段
に
分
か
れ
て
お
り
︑
関

心
を
示
さ
れ
る
企
業
に
随

時
対
応
し
て
い
る
︒

▽
選
挙
投
票
率
低
下
対
策

議
員　

投
票
率
が
低
下
傾

向
に
あ
る
中
︑
選
挙
年
齢

が
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ

た
︒
若
い
世
代
に
も
選
挙

に
対
す
る
関
心
を
持
た

せ
︑
さ
ら
に
参
政
す
る
若

者
が
出
る
よ
う
︑
以
前
行

わ
れ
て
い
た
﹁
子
ど
も
議

会
﹂
の
再
開
︑
又
は
﹁
議

会
傍
聴
﹂
の
計
画
は
な
い

か
︒

教
育
長　

主
権
者
教
育
︑

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
重
要
性

は
認
識
を
し
て
い
る
︒
子

ど
も
た
ち
の
政
治
へ
の
関

心
︑
地
域
の
将
来
の
こ
と

を
考
え
︑
社
会
参
画
の
意

欲
を
培
っ
て
い
く
こ
と
は

重
要
で
あ
る
︒
子
ど
も
議

会
は
︑
議
員
︑
執
行
部
︑

教
育
委
員
会
３
者
の
設
定

が
必
要
な
の
で
︑
議
員
に

よ
る
出
前
講
座
や
傍
聴
に

よ
っ
て
政
治
へ
の
関
心
を

持
た
せ
る
こ
と
に
は
︑
意

味
が
あ
る
︒

町
長　

同
意
見
で
あ
る
︒

▲有田町広報誌表紙 
（令和４年５月号）

▼有田町年齢別人口構成（令和4年3月）
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答

一
般
質
問

町
政
を
徹
底
追
求
！

一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
町
政
に
つ
い
て
自
由
に
質
問
を
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。
質
問
す
る
項
目
は
事
前
に
通
告
し
ま
す
。

時
間
内
で
あ
れ
ば
納
得
が
い
く
ま
で
何
度
も
質
問
で
き
る
「
一
問
一
答
方
式
」
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

議
員　

契
約
か
ら
７
年
が

経
過
し
た
︒
現
在
ま
で
の

経
過
説
明
を
︒

ま
ち
づ
く
り
課
長　

平
成

21
年
度
に
実
施
設
計
・
測

量
調
査
と
地
元
説
明
︑
24

年
度
か
ら
用
地
買
収
を
開

始
︑
26
年
度
に
用
地
買
収

契
約
完
了
︒
27
年
度
に
開

発
行
為
の
許
可
︑
林
地
開

発
協
議
が
完
了
︒

議
員　

実
施
設
計
が
で
き

て
い
れ
ば
造
成
工
事
を
早

急
に
発
注
で
き
る
か
︒

議
員　

有
田
町
の
人
口
は

平
成
18
年
合
併
時
２
１
︐

２
３
６
人
で
あ
っ
た
︒
現

在
は
１
９
︐
０
１
０
人
と

16
年
で
２
︐
２
２
６
人
も

減
少
し
て
い
る
︒
そ
の
よ

う
な
中
で
も
人
口
を
増
や

し
て
い
る
自
治
体
も
あ

る
︒
町
の
魅
力
を
高
め
︑

有
田
町
に
住
ん
で
い
た
だ

く
施
策
に
つ
い
て
質
問
す

る
︒

▽
給
食
無
償
化

議
員　

ま
ず
県
内
で
給
食

無
償
化
に
対
し
て
取
り
組

ん
で
い
る
自
治
体
は
︒

学
校
教
育
課
長　

条
件
付

き
を
含
め
︑
９
自
治
体
が

全
額
補
助
︑
２
自
治
体
が

定
額
等
の
補
助
で
あ
る
︒

議
員　

有
田
町
も
全
額
は

厳
し
い
が
︑
い
く
ら
か
の

支
援
を
行
う
べ
き
で
は
︒

町
長　

教
育
委
員
会
と
連

携
し
な
が
ら
︑
全
額
は
厳

し
い
が
︑
条
件
付
き
で
支

援
で
き
る
よ
う
に
今
後
検

討
し
て
い
き
た
い
︒

議
員　

食
材
費
の

値
上
げ
な
ど
︑
高

騰
分
を
佐
賀
市
な

ど
が
補
助
さ
れ
︑

有
田
町
も
︑
と
の

報
道
が
あ
っ
た

が
︒

学
校
教
育
課
長　

７
５
０
万
円
を
上

限
に
補
助
す
る
︒

議
員　

今
回
︑
高

騰
分
の
補
助
を
お

願
い
し
よ
う
と
し

て
い
た
の
で
あ
り

が
た
い
︒

▽
Ｐ
Ｆ
Ｉ

議
員　

公
共
が
直
接
施
設

を
整
備
せ
ず
に
民
間
資
金

を
利
用
し
て
︑
民
間
に
施

設
整
備
と
公
共
サ
ー
ビ
ス

を
委
ね
る
手
法
で
あ
り
︑

県
内
の
自
治
体
で
は
成
功

例
も
あ
る
︒
本
町
で
も
研

究
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
︑

導
入
に
向
け
検
討
し
て
は

ど
う
か
︒

町
長　

内
山
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
に
よ
る
再
生
の
方

向
性
に
沿
っ
て
︑
住
宅
整▲西有田中学校給食室

▲南部工業団地

南
部
工
業
団
地

人
口
増
に
対
す
る

政
策

町
長
の
今
期
の

目
標

松
ま つ

尾
お

 文
ふ み

則
の り

 議員

南部工業団地はどうする

動いていく時に来ている

ま
ち
づ
く
り
課
長　

単
価

の
違
い
が
あ
る
の
で
︑
見

直
し
を
す
れ
ば
可
能
︒

議
員　

町
長
の
工
業
団
地

造
成
事
業
に
つ
い
て
の
考

え
は
︒

町
長　

今
︑
ウ
ィ
ズ
コ
ロ

ナ
で
国
内
も
動
き
だ
し
て

い
る
︒
海
外
工
場
も
国
内

に
戻
っ
て
き
て
お
り
︑
動

い
て
い
く
時
に
来
て
い
る

と
考
え
る
︒

備
を
検
討
す
る
︒
Ｐ
Ｆ
Ｉ

も
視
野
に
入
れ
て
考
え
て

い
き
た
い
︒
検
討
委
員
会

を
作
り
検
討
す
る
︒

議
員　

町
長
の
２
期
目
の

目
標
は
︒

町
長　

自
治
体
も
競
争
の

時
代
に
入
り
淘
汰
さ
れ

る
︒
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
マ

ン
と
し
て
有
田
フ
ァ
ン
を

増
や
し
関
係
人
口
の
増
加

を
図
る
︒

議
員　

ふ
る
さ
と
納
税
が

昨
年
は
14
億
円
と
な
っ

た
︒
安
定
的
な
財
源
と
し

て
ま
す
ま
す
の
増
額
を
目

指
す
べ
き
だ
と
思
う
が
︒

町
長　

有
田
商
工
会
議
所

と
協
議
し
な
が
ら
ど
の
よ

う
な
ニ
ー
ズ
が
あ
る
の

か
︑
何
が
売
れ
る
の
か
を

検
討
し
増
額
を
図
る
︒

◇
そ
の
他
の
質
問

·
定
住
︑
移
住
政
策
に
つ

い
て

14



答

一
般
質
問

町
政
を
徹
底
追
求
！

議
会
だ
よ
り
に
掲
載
し
て
い
る
議
員
の
一
般
質
問
の
文
責
は
各
議
員
に
あ
り
ま
す
。

議
員　

複
数
の
議
員
か
ら

の
重
複
し
た
質
問
は
町
長

に
責
任
が
あ
る
︒
過
去
に

投
資
効
果
へ
の
疑
問
︑
凍

結
要
求
な
ど
も
出
た
︒
２

期
目
を
信
任
さ
れ
た
町
長

の
抱
負
は
︒

町
長　

４
年
間
で
の
種
ま

き
は
で
き
た
︒
今
後
は
新

た
な
ビ
ジ
ョ
ン
で
時
代
の

趨
勢
︑
潮
流
を
読
み
︑
誘

致
タ
イ
ミ
ン
グ
を
逃
さ
ぬ

よ
う
し
っ
か
り
Ｐ
Ｒ
す

る
︒

▲SAGA立地ナビホームページ

▲南部工業団地のイメージ

南
部
工
業
団
地

給
食
費
無
償
化

岩
い わ

尾
お

　匡
ただし

 議員

南部工業団地への２期目の取り組みは

新たなビジョンでの展開に取り組む

議
員　

時
期
的
に
良
い
波

が
来
て
い
る
感
触
が
あ

り
︑
今
回
の
再
選
に
際
し

て
も
今
後
の
１
~
２
年
で

誘
致
可
否
判
断
と
の
弁
が

あ
っ
た
が
︑
進
出
検
討
企

業
へ
の
今
後
の
絞
り
込
み

は
︒

町
長　

当
初
は
も
の
づ
く

り
主
体
で
あ
っ
た
が
︑
今

後
は
宇
宙
産
業
な
ど
も
考

慮
す
る
︒
あ
る
程
度
は
県

と
の
協
議
で
絞
り
込
み
を

行
っ
て
い
る
︒
物
流
︑
人

流
な
ど
の
優
位
性
を
活
か

す
︒

議
員　

宅
地
開
発
等
︑
他

議
員　

給
食
費
無
償
化
に

対
す
る
町
長
の
考
え
は
︒

町
長　

優
良
な
食
へ
の
感

謝
︑
食
育
な
ど
教
育
充
実

へ
の
補
助
を
最
重
視
す

る
︒

て
い
る
︒
進
出
条
件
と
し

て
は
大
き
な
優
位
性
で
あ

る
と
認
め
ら
れ
て
い
る
︒

ま
ち
づ
く
り
課
長　

ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
佐
賀
立
地
ナ

ビ
に
掲
載
し
て
い
る
︒
数

件
の
企
業
か
ら
の
問
い
合

わ
せ
が
あ
っ
て
お
り
︑
随

時
対
応
し
て
い
る
︒

議
員　

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド

方
式
が
進
出
を
阻
害
す
る

と
考
え
る
が
︑
今
後
既
成

方
式
へ
の
転
換
は
あ
る

か
︒
ま
た
用
地
に
は
工
業

用
水
が
な
い
が
︑
企
業
側

に
周
知
し
て
い
る
か
︒

ま
ち
づ
く
り
課
長　

工
業

用
水
が
な
い
有
田
で
は
上

水
依
存
で
あ
り
︑
採
水
の

問
題
は
あ
る
︒
大
量
の
水

を
使
う
企
業
は
誘
致
で
き

な
い
︒
水
の
使
用
が
少
な

け
れ
ば
上
水
管
な
ど
過
剰

投
資
に
繋
が
る
た
め
︑
オ

ー
ダ
ー
メ
イ
ド
方
式
だ
と

柔
軟
に
対
応
で
き
る
︒

議
員　

１
日
当
た
り
１
︐

７
０
０
㎥
が
限
度
使
用
量

と
あ
る
が
︑
区
分
は
︒

ま
ち
づ
く
り
課
長　

全
体

で
あ
る
︒
分
譲
の
販
売
計

画
は
な
く
︑
１
社
誘
致
を

想
定
し
て
い
る
︒

町
長　

町
Ｈ
Ｐ
に
て
水
の

問
題
は
周
知
し
て
い
る
︒

議
員　

新
産
業
集
積
エ
リ

ア
有
田
と
し
て
︑
利
便
性

な
ど
︑
同
様
に
企
業
誘
致

の
用
途
検
討
も
必
要

と
考
え
る
が
︑
企
業

対
象
特
化
で
あ
れ
ば

誘
致
に
不
可
欠
な
優

位
性
を
ど
の
よ
う
に

Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
か
︒

町
長　

西
九
州
道
や

Ｊ
Ｒ
線
︑
伊
万
里
港

へ
の
ア
ク
セ
ス
の
利

便
性
︑
更
に
国
内
有

数
の
強
固
な
地
盤
︑

南
海
ト
ラ
フ
へ
の
不

安
の
回
避
も
強
調
し

に
熱
心
な
県
内
市
町
の
他

首
長
と
の
情
報
交
換
は
︒

町
長　

各
首
長
と
は
常
時

協
議
を
し
て
い
る
︒
有
田

は
鳥
栖
の
よ
う
な
物
流
利

便
性
は
な
い
が
︑
有
田
の

強
み
を
Ｐ
Ｒ
す
る
︒

議
員　

今
後
の
活
動
形
式

は
︒

町
長　

首
都
圏
事
務
所
の

担
当
者
と
一
緒
に
行
っ
て

い
る
︒
今
後
進
展
を
見
て

担
当
課
長
の
同
行
も
考
慮

す
る
︒

議
員　

協
定
済
み
企
業
な

ど
か
ら
誘
致
へ
の
サ
ポ
ー

ト
は
︒

町
長　

多
々
サ
ポ
ー
ト
を

お
願
い
し
な
が
ら
進
め
て

い
く
︒
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答

一
般
質
問

町
政
を
徹
底
追
求
！

一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
町
政
に
つ
い
て
自
由
に
質
問
を
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。
質
問
す
る
項
目
は
事
前
に
通
告
し
ま
す
。

時
間
内
で
あ
れ
ば
納
得
が
い
く
ま
で
何
度
も
質
問
で
き
る
「
一
問
一
答
方
式
」
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

議
員　

松
尾
町
政
２
期
目

の
主
な
施
策
の
﹁
未
来
志

向
と
し
て
の
５
つ
の
力
﹂

の
中
に
︑
企
業
誘
致
が
表

立
っ
て
出
て
こ
な
い
の
は

な
ぜ
か
︒

町
長　

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
表

記
に
は
抜
け
て
い
る
が
︑

企
業
誘
致
は
１
丁
目
１
番

地
の
覚
悟
で
考
え
て
い
る
︒

議
員　

１
期
目
の
企
業
誘

致
の
中
に
︑
企
業
立
地
２

件
と
あ
る
が
︑
ど
こ
か
︒

ま
ち
づ
く
り
課
長　

町
で

は
︑
既
存
企
業
の
増
設
・

移
転
の
際
に
立
地
協
定
を

結
ん
で
お
り
︑
工
場
増
設

▽
５
〜
11
歳
の
接
種
状
況

議
員　

町
内
の
小
児
接
種

（
５
~
11
歳
）
の
現
状
と

終
了
予
定
は
︒

健
康
福
祉
課
長　

５
月
31

日
現
在
で
︑
２
回
目
完
了

者
は
26
・
４
％
︑
県
内
で

も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
あ

る
︒
２
回
目
の
終
了
予
定

は
９
月
30
日
ま
で
と
し
て

い
る
︒

議
員　

３
回
目
は
あ
る
か
︒

健
康
福
祉
課
長　

３
回
目

の
予
定
は
な
い
︒

議
員　

小
児
接
種
で
は
ど

の
よ
う
な
副
反
応
が
あ
る

か
︒
ま
た
︑
町
内
で
の
事

例
は
あ
る
か
︒

健
康
福
祉
課
長　

表
１
の

よ
う
な
事
例
が
あ
る
︒
町

内
で
は
︑
重
大
な
症
状
が

出
た
と
い
う
報
告
は
な
い
︒

▽
18
歳
以
上
の 

　

 　

４
回
目
接
種

議
員　

接
種
対
象
者
の
詳

細
は
︒

企
業
誘
致

ワ
ク
チ
ン
接
種

原
は ら

田
だ

 一
か ず

宏
ひ ろ

 議員

町が締結した企業協定は

企業立地協定２社、進出協定６社である

の
㈱
ア
ン
ス
コ
と
工
場
移

転
の
ア
シ
ッ
ク
㈱
で
あ
る
︒

議
員　

企
業
立
地
に
よ
る

雇
用
状
況
は
︒

ま
ち
づ
く
り
課
長　

立
地

協
定
時
の
事
業
計
画
で

は
︑
当
初
の
雇
用
予
定
数

は
２
社
合
計
20
人
で
あ

る
︒
現
在
︑
町
で
確
認
し

て
い
る
の
は
︑
１
社
の
み

の
雇
用
で
︑
12
人
の
う
ち

６
人
が
町
内
雇
用
者
で
あ

る
︒

議
員　

企
業
進
出
協
定
の

実
績
は
︒

ま
ち
づ
く
り
課
長　

１
期

目
５
社
︑
２
期
目
（
今
年

度
）
１
社
で
あ
る
︒

議
員　

Ｉ
Ｔ
系
企
業
と
の

進
出
協
定
の
契
約
内
容
は
︒

た
め
に
協
力
し
︑
進
出
企

業
は
地
元
雇
用
を
す
る
と

い
う
具
合
に
︑
当
事
者
間

で
協
議
を
行
っ
て
︑
事
業

に
取
り
組
む
こ
と
を
明
文

化
し
た
も
の
で
あ
る
︒

議
員　

進
出
協
定
を
結
ぶ

際
に
︑
協
定
締
結
契
約
金

な
ど
は
発
生
す
る
の
か
︒

ま
ち
づ
く
り
課
長　

契
約

金
な
ど
は
な
い
︒
ま
た
︑

企
業
進
出
以
外
の
連
携
協

定
に
も
契
約
金
は
な
い
︒

議
員　

協
定
締
結
６
社
と

の
町
内
新
規
雇
用
状
況

は
︒

ま
ち
づ
く
り
課
長　

事
業

計
画
で
は
︑
６
社
で
合
計

24
人
と
な
っ
て
い
る
︒

議
員　

事
務
所
兼
住
居
と

し
て
︑
空
き
家
の
利
用
は

で
き
な
い
か
︒

ま
ち
づ
く
り
課
長　

Ｉ
Ｔ

系
企
業
で
は
︑
リ
モ
ー
ト

ワ
ー
ク
が
一
般
的
に
な
っ

て
お
り
︑
内
山
地
区
の
空

き
家
に
は
︑
他
の
地
区
に

な
い
魅
力
が
あ
る
の
で
︑

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
と

し
て
︑誘
致
を
進
め
た
い
︒

ま
ち
づ
く
り
課

長　

契
約
内
容

は
︑
町
と
進
出

企
業
と
の
紳
士

協
定
と
い
う
位

置
付
け
に
な

る
︒
例
え
ば
︑

町
は
事
務
所
の

設
置
及
び
事
務

を
円
滑
に
行
う

健
康
福
祉
課
長　

60
歳
以

上
の
方
及
び
18
歳
か
ら
59

歳
の
方
で
︑
基
礎
疾
患
を

有
す
る
方
︑
そ
の
他
重
症

化
リ
ス
ク
が
高
い
と
医
師

が
認
め
た
方
（
高
齢
者
や

妊
娠
さ
れ
て
い
る
方
）
と

な
る
︒
町
民
へ
は
︑
５
月

11
日
付
で
チ
ラ
シ
を
全
戸

配
布
し
て
い
る
︒

議
員　

60
歳
以
上
の
努
力

義
務
と
は
︒

健
康
福
祉
課
長　

接
種
に

協
力
を
得
た
い
と
い
う
趣

旨
で
︑
接
種
券
は
︑
３
回

目
接
種
か
ら
５
カ
月
経
過

さ
れ
て
い
る
60
歳
以
上
の

方
全
員
に
︑
順
次
発
送
す

る
︒

▲上：企業立地協定締結の 
㈱アンスコ 
下：企業立地協定締結の 
アシック㈱

▲表1：厚生労働省資料・小児接種の
副反応事例

発現割合 症 状
50％以上 接種部位の痛み、疲労

10 〜 50％ 頭痛、注射した部分の発赤
や腫れ、筋肉痛、悪寒

1 〜 10％ 下痢、発熱、関節痛、嘔吐
（注）接種後7日間に見られた様々の症状 

（1回目まはた2回目のいずれか）
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答

一
般
質
問

町
政
を
徹
底
追
求
！

議
会
だ
よ
り
に
掲
載
し
て
い
る
議
員
の
一
般
質
問
の
文
責
は
各
議
員
に
あ
り
ま
す
。

議
員　

３
年
ぶ
り
の
陶
器

市
は
元
気
と
勇
気
を
お
客

様
か
ら
頂
い
た
︒
観
光
を

目
指
す
町
長
の
観
光
に
対

す
る
所
信
は
︒

町
長　

コ
ロ
ナ
禍
で
２
年

間
動
け
な
か
っ
た
︒
こ
れ

か
ら
は
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
と

し
て
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ

ム
で
九
州
各
県
と
連
携
し

な
が
ら
誘
客
を
行
う
︒
９

月
に
西
九
州
新
幹
線
開

通
︒
10
月
か
ら
の
佐
賀
・

長
崎
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
︑

県
・
武
雄
・
嬉
野
と
連
携

し
て
行
う
︒
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
に
も
対
応
し
て
い
け
る

よ
う
に
︑
デ
ー
ビ
ッ
ド
・

ア
ト
キ
ン
ソ
ン
氏
な
ど
か

ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

な
が
ら
実
施
し
て
い
く
︒

議
員　

町
内
に
誘
客
す
る

こ
と
も
行
政
の
役
割
と
思

う
が
︒

町
長　

町
は
誘
客
の
宣
伝

と
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
だ
と

議
員　

天
狗
谷
窯
跡
の
整

備
も
そ
の
一
つ
︒
昨
年
議

会
で
︑
整
備
に
は
天
狗
谷

整
備
検
討
委
員
会
の
発
足

が
必
要
と
の
答
弁
で
あ
っ

た
が
︑
本
年
の
計
画
は
︒

文
化
財
課
長　

内
山
グ
ラ

ン
ド
デ
ザ
イ
ン
検
討
委
員

会
で
は
︑
重
点
施
策
事
業

と
し
て
︑
内
山
の
歴
史
と

伝
統
産
業
︑
観
光
を
生
か

し
た
集
客
を
掲
げ
て
い
る
︒

こ
の
計
画
に
沿
っ
て
住
民

意
見
を
聞
い
て
行
っ
て
い

く
︒
そ
の
中
で
強
い
要
望

が
あ
れ
ば
検
討
す
る
︒

議
員　

観
光
客
が
買
い
物

や
食
事
︑
移
動
手
段
と
し

て
の
タ
ク
シ
ー
な
ど
に
利

用
で
き
る
お
得
感
が
あ
る

チ
ケ
ッ
ト
の
発
行
は
︒

商
工
観
光
課
長　

誘
客
事

▲美瑛Beコイン

▲天狗谷窯跡

町
長
の
観
光
振
興

の
所
信
は

観
光
資
源
の

再
開
発

観
光
誘
客
に
買
い
物

チ
ケ
ッ
ト
の
発
行
は

手
て

塚
つ か

 英
ひ で

樹
き

 議員

観光客に買い物チケットの発行は

誘客事業の１つとして検討したい

考
え
る
︒
来
て
い
た
だ
い

た
観
光
客
へ
の
お
も
て
な

し
は
民
間
で
︑
足
り
な
い

部
分
を
観
光
協
会
が
補
っ

て
い
き
た
い
︒

業
の
一
つ
と

し
て
捉
え
る

と
︑
佐
賀
・

長
崎
デ
ス
テ

ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
に
関
連

付
け
て
秋
の

陶
磁
器
ま
つ

り
時
に
販
売

す
る
こ
と
も

一
つ
の
方
法

で
あ
る
︒
現

時
点
で
実
施

す
る
・
し
な

い
の
回
答
は
で
き
な
い

が
︑実
施
す
る
と
す
れ
ば
︑

観
光
協
会
や
関
係
団
体
と

調
整
し
な
が
ら
考
え
て
い

き
た
い
︒

議
員　

北
海
道
の
美
瑛
町

は
︑
地
域
経
済
活
性
化
の

一
つ
と
し
て
住
民
や
観
光

客
に
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
や
カ

ー
ド
を
利
用
し
た
電
子
通

貨
（
Ｂ
ｅ
コ
イ
ン
）
を
導

入
し
て
い
る
︒
町
外
の
観

光
客
向
け
に
は
︑
割
増
の

ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し
︑
利

用
で
き
る
よ
う
に
し
て
い 

る
︒
現
時
点
で
は
︑
チ
ケ

ッ
ト
の
発
行
と
な
る
が
︑

将
来
的
に
は
︑
通
年
の
観

光
客
向
け
に
導
入
し
て

は
︒

町
長　

電
子
通
貨
だ
け
で

は
な
く
︑
デ
ジ
タ
ル
社
会

へ
の
対
応
は
避
け
て
通
れ

な
い
︒
チ
ケ
ッ
ト
発
行
に

つ
い
て
は
検
討
し
た
い
︒

町
長　

天
狗
谷
窯
跡
は
大

切
な
場
所
で
あ
る
︒
文
化

観
光
推
進
法
の
活
用
な
ど

検
討
し
た
い
︒
多
額
の
予

算
が
伴
う
た
め
︑
財
政
面

か
ら
も
検
討
が
必
要
で
あ

る
︒
す
ぐ
に
検
討
委
員
会

の
発
足
は
難
し
い
が
︑
地

元
か
ら
の
要
望
が
あ
れ
ば

検
討
す
る
︒

議
員　

観
光
に
は
感
動
す

る
﹁
も
の
・
こ
と
・
お
も

て
な
し
﹂が
必
要
で
あ
る
︒
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答

一
般
質
問

町
政
を
徹
底
追
求
！

一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
町
政
に
つ
い
て
自
由
に
質
問
を
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。
質
問
す
る
項
目
は
事
前
に
通
告
し
ま
す
。

時
間
内
で
あ
れ
ば
納
得
が
い
く
ま
で
何
度
も
質
問
で
き
る
「
一
問
一
答
方
式
」
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

議
員　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

の
背
景
に
は
︑﹁
少
子
高

齢
化
・
核
家
族
化
・
貧
困
﹂

の
三
つ
が
あ
る
︒
有
田
町

で
は
ど
の
よ
う
に
認
識
さ

れ
て
い
る
か
︒

子
育
て
支
援
課
長　

家
族

や
身
近
な
人
に
対
し
て
︑

無
償
で
介
護
や
看
護
な
ど

日
常
の
家
事
の
世
話
を
行

う
18
歳
未
満
の
介
護
者
が

﹁
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
﹂
と

呼
ば
れ
て
い
る
︒
有
田
町

で
は
︑
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

に
関
す
る
相
談
や
報
告
は

現
時
点
で
は
あ
っ
て
い
な

い
︒

▽
有
田
町
の
支
援
取
り
組

み
議
員　

２
０
２
１
年
５
月

に
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
支

援
に
向
け
た
﹁
福
祉
・
介

護
・
医
療
・
教
育
の
連
携

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
﹂

に
よ
る
政
府
の
報
告
書
が

公
表
さ
れ
た
︒
中
高
生
へ

の
実
態
調
査
に
よ
る
と
︑

中
学
・
高
校
の
各
ク
ラ
ス

に
﹁
最
低
１
人
は
い
る
﹂

こ
と
が
調
査
に
よ
り
可
視

化
さ
れ
た
︒
ケ
ア
の
頻
度

や
時
間
数
は
個
人
差
が
大

き
く
︑﹁
ほ
ぼ
毎
日
ケ
ア

を
し
て
い
る
﹂︑
１
日
の

ケ
ア
の
時
間
数
は
﹁
平
均

３
~
４
時
間
﹂
と
あ
る
︒

有
田
町
の
支
援
︑
取
り
組

み
は
︒

子
育
て
支
援
課
長　

ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
を
支
援
し
て

い
く
た
め
に
は
︑
安
心
し

て
相
談
で
き
る
環
境
作
り

が
大
切
だ
と
考
え
る
︒
そ

の
問
題
で
あ
り
︑
表
面
化

し
に
く
い
と
こ
ろ
が
あ

る
︒
学
校
で
は
宿
題
や
勉

強
︑
部
活
な
ど
時
間
が
取

れ
な
い
︑
学
校
へ
行
け
な

い
と
い
っ
た
生
徒
の
変
化

は
︑
学
校
現
場
が
分
か
り

や
す
い
場
所
で
も
あ
り
︑

関
係
機
関
と
連
携
を
取
り

対
応
︑
支
援
す
る
こ
と
が

大
切
で
あ
る
︒

な
が
ら
や
っ
て
い
き
た

い
︒

▲唐船城公園横をセラミックロードが開通

▲コミュニティバス

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

対
応

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

運
行
対
策

唐
船
城
公
園
の

環
境
整
備
は

福
ふ く

島
し ま

日
ひ

人
と

士
し

議員

有田町内のヤングケアラーの実態は

ヤングケアラーに関する報告は現時点ではあっていない。

の
た
め
に
︑
広
報
等

で
の
啓
発
活
動
や
民

生
児
童
委
員
会
等
で

の
研
修
︑
学
校
や
行

政
な
ど
の
関
係
機
関

と
連
携
し
︑
地
域
全

体
で
見
守
る
体
制
を

整
え
て
い
く
こ
と
が

必
要
だ
と
考
え
る
︒

学
校
教
育
課
長　

ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
関

す
る
問
題
点
は
︑
中

高
生
が
い
る
家
庭
内

ス
ク
ー
ル
バ
ス

の
運
行
が
で
き

な
い
か
︒

教
育
長　

遠
距

離
通
学
規
定
は

中
学
生
が
６
キ

ロ
以
上
︑
小
学

生
が
４
キ
ロ
以

上
と
決
ま
り
が

あ
る
た
め
難
し

い
︒黒
牟
田﹁
タ

ウ
ン
Ｑ
﹂
の
場

合
は
住
宅
建
設

時
の
約
束
で
コ

議
員　

登
校
距
離
が
長
い

地
区
の
小
学
生
の
た
め
に

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
の
利
用
許
可

が
さ
れ
て
い

る
︒

議
員　

県
道
で
も
あ
る
セ

ラ
ミ
ッ
ク
ロ
ー
ド
が
開
通

し
た
︒
唐
船
城
築
城
８
０

０
年
の
歴
史
を
生
か
し
た

観
光
化
︑
ま
た
︑
小
中
学

生
の
教
育
の
場
・
町
民
の

憩
い
の
場
所
と
し
て
環
境

整
備
が
で
き
な
い
か
︒

建
設
課
長　

唐
船
城
公
園

に
は
︑
駐
車
場
や
運
動
広

場
︑
遊
戯
広
場
︑
公
衆
ト

イ
レ
も
設
置
さ
れ
て
い

る
︒
ま
た
展
望
所
ま
で
は

幅
約
２
メ
ー
ト
ル
の
遊
歩

道
が
あ
り
︑
雑
木
や
落
ち

葉
等
を
取
り
除
き
︑
安
全

に
登
れ
る
よ
う
に
登
山
道

の
環
境
整
備
を
実
施
し
て

い
く
︒
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答

一
般
質
問

町
政
を
徹
底
追
求
！

議
会
だ
よ
り
に
掲
載
し
て
い
る
議
員
の
一
般
質
問
の
文
責
は
各
議
員
に
あ
り
ま
す
。

議
員　

今
議
会
も
同
様
の

質
問
が
２
件
あ
っ
た
が
︑

懸
案
事
項
が
多
く
︑
そ
の

ま
ま
の
状
態
が
非
常
に
多

い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ

る
︒
有
田
町
は
観
光
の
町

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒
そ

こ
に
一
番
不
可
欠
な
問
題

が
ト
イ
レ
の
設
置
︒
特
に

女
性
ト
イ
レ
の
設
置
で
あ

る
が
︒

商
工
観
光
課
長　

ト
イ
レ

問
題
に
つ
い
て
は
重
要
な

課
題
と
認
識
し
て
い
る
︒

陶
器
市
期
間
中
の
設
置
に

つ
い
て
は
︑
有
田
商
工
会

議
所
と
連
携
し
な
が
ら
行

っ
て
き
た
︒
常
設
を
増
や

す
と
い
う
こ
と
は
厳
し
い

の
で
︑
仮
設
ト
イ
レ
の
男

女
共
用
を
分
け
て
︑
女
性

専
用
を
増
や
す
こ
と
で
対

応
で
き
れ
ば
と
思
う
︒

町
長　

以
前
か
ら
の
懸
案

事
項
で
あ
り
︑
切
実
な
問

題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
の
で
︑
我
々
も
有
田
商

工
会
議
所
と
組
ん
で
や
っ

て
い
き
た
い
︒

▽
駅
ま
で
の 

　
　

ア
ク
セ
ス
案
内

議
員　
﹁
有
田
駅
は
ど
こ

か
？　
何
分
ぐ
ら
い
か
？
﹂

と
迷
わ
れ
て
い
る
観
光
客

が
多
い
︒
見
や
す
い
統
一

看
板
の
設
置
が
必
要
で
は

な
い
か
︒

商
工
観
光
課
長　

今
後
は

ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
に
駅
ま
で

の
距
離
を
追
加
す
る
と
共

に
︑
看
板
の
設
置
も
有
田

商
工
会
議
所
と
調
整
を
し

な
が
ら
や
っ
て
い
き
た

い
︒

▲有田町防災マップ

▲東出張所前トイレ

女
性
ト
イ
レ
と

今
後
の
対
策

過
疎
化
対
策

安
心
と
安
全
の

対
策

久
く

保
ぼ

田
た

 豊
ゆたか

 議員

陶器市の課題と今後の対策

有田商工会議所と調整し行う

▽
内
山
地
区
の
対
策

議
員　

内
山
地
区
の
問
題

は
住
み
づ
ら
い
地
区
に
な

っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
︒

工
場
が
多
く
︑道
が
狭
い
︒

こ
の
問
題
に
つ
い
て
︑
大

き
な
発
想
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
︒
工
場
移
転
を

し
て
頂
き
︑
こ
の
跡
地
に

住
居
を
造
る
︒
白
川
か
ら

丸
尾
に
抜
け
る
道
の
開
通

を
進
め
る
︒
そ
う
い
う
大

改
革
を
行
っ
て
み
て
は
ど

う
か
︒

町
長　

外
か
ら
見
る
と
︑

ち
ま
ち
ま
や
っ
て
い
る
よ

う
に
見
え
る
か
も
し
れ
な

い
が
︑
予
算
の
問
題
も
あ

る
た
め
我
々
と
し
て
は
戦

略
を
基
に
行
っ
て
い
る
︒

議
員　

行
政
と
し
て
と
い

う
よ
り
︑
ま
ず
は
や
る
と

い
う
発
想
を
し
て
頂
き
た

い
︒

議
員　

い
よ
い
よ
本
格
的

な
梅
雨
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え

る
が
︑
豪
雨
に
対
す
る
危

機
管
理
は
各
地
区
組
織
体

で
で
き
て
い
る
か
︒

総
務
課
長　

町
内
の
自
主

防
災
組
織
率
は
約
89
％
︒

現
在
１
０
０
％
を
目
指
し

て
い
る
︒

議
員　

そ
の
中
で
防
災
訓

練
を
実
行
し
た
区
は
あ
る

の
か
︒

総
務
課
長　

８
区
や
下
内

野
な
ど
で
行
わ
れ
て
い

る
︒
多
く
は
コ
ロ
ナ
禍
で

こ
こ
２
年
は
で
き
て
い
な

い
︒

議
員　

防
災
訓
練
は
必
要

で
あ
り
︑
消
火
器
の
使
い

方
一
つ
で
も
大
事
︒
危
機

管
理
は
想
定
外
を
考
え
る

の
が
危
機
管
理
で
あ
る
︒

総
務
課
長　

有
田
町
が
作

成
し
た
﹁
有
田
町
防
災
マ

ッ
プ
﹂
は
千
年
に
１
度
と

い
わ
れ
る
９
時
間
総
雨
量

６
７
２
㎜
の
雨
が
降
る
こ

と
を
想
定
し
て
で
き
た
も

の
で
あ
り
︑
備
え
の
た
め

に
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作

成
し
て
い
る
︒
行
政
と
い

う
よ
り
も
住
民
お
一
人
お

一
人
に
認
識
し
て
い
た
だ

く
こ
と
が
大
事
︒
自
助
・

公
助
の
自
助
の
部
分
の
能

力
を
訓
練
に
よ
っ
て
上
げ

て
い
っ
て
い
た
だ
き
た
い
︒

19



答

一
般
質
問

町
政
を
徹
底
追
求
！

一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
町
政
に
つ
い
て
自
由
に
質
問
を
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。
質
問
す
る
項
目
は
事
前
に
通
告
し
ま
す
。

時
間
内
で
あ
れ
ば
納
得
が
い
く
ま
で
何
度
も
質
問
で
き
る
「
一
問
一
答
方
式
」
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

▲民間と行政の協力・連携が駅前活性化のカギ

藤
ふ じ

 誠
せ い

一
い ち

郎
ろ う

 議員

JR有田駅周辺の再開発は

行政サービスの効率化・IT化を優先

る
よ
う
な
駐
車
場
や
公

園
・
道
路
の
拡
充
︒
さ
ら

に
駅
に
直
結
し
た
ホ
テ
ル

や
レ
ス
ト
ラ
ン
は
︒

町
長　

課
題
も
あ
る
が
︑

ホ
テ
ル
に
関
し
て
は
現
在

ア
プ
ロ
ー
チ
中
で
あ
る
︒

ま
た
企
業
誘
致
も
少
し

ず
つ
成
果
が
出
て
い
る
︒

駅
前
か
ら
九
州
陶
磁
文
化

館
ま
で
の
通
り
を
ど
う
活

性
化
し
て
い
く
べ
き
か

は
︑
こ
れ
ま
で
以
上
に
関

係
者
と
協
議
・
検
討
し
て

い
く
︒

議
員　

駅
周
辺
は
大
切
な

﹁
有
田
の
玄
関
口
﹂
で
あ

る
︒
町
内
だ
け
で
は
な
く

県
外
か
ら
も
幅
広
い
意
見

や
ア
イ
デ
ア
を
募
り
︑
官

民
が
投
資
で
き
る
よ
う
な

駅
前
環
境
改
善
に
つ
な
が

る
政
策
の
実
現
を
早
急
に

お
願
い
し
た
い
︒

議
員　

駅
前
活
性
化
や
利

便
性
を
追
求
し
た
ら
﹁
民

間
も
含
め
︑
数
十
年
の
計

画
や
財
源
の
確
保
﹂
が
必

要
︒
民
間
の
大
手
旅
行
会

社
等
と
協
力
し
て
駅
前
再

開
発
が
で
き
な
い
だ
ろ
う

か
︒
例
え
ば
大
型
バ
ス
が

駅
近
く
に
ア
ク
セ
ス
で
き

低
い
︒
ま
た
陶
磁
器
の
製

造
・
販
売
は
率
直
に
言
え

ば
﹁
個
人
経
営
の
零
細
企

業
﹂︒
働
き
口
と
し
て
は

機
能
し
に
く
く
新
た
な
雇

用
も
生
み
に
く
い
が
︒

町
長　

会
社
通
勤
す
る
の

で
は
な
く
︑
サ
テ
ラ
イ
ト

オ
フ
ィ
ス
の
よ
う
な
多
様

な
働
き
方
も
増
え
て
い

る
︒そ

の
よ
う
な
時
勢
を
見

据
え
て
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク

（
通
信
環
境
整
備
）
等
の

支
援
を
充
実
さ
せ
た
い
︒

他
の
政
策
も
２
~
３
年

計
画
で
動
い
て
い
る
︒

議
員　

例
え
ば
﹁
福
岡
エ

リ
ア
勤
務
の
移
住
者
を
募

り
︑
有
田
駅
か
ら
通
勤
し

て
も
ら
う
︒
そ
の
交
通
費

を
町
で
補
う
﹂の
よ
う
に
︑

県
外
雇
用
者
を
町
に
集
め

る
仕
組
み
や
仕
掛
け
を
実

証
実
験
で
お
こ
な
う
等
︑

将
来
に
向
け
て
実
効
性
あ

る
政
策
を
取
り
入
れ
︑
人

口
減
少
を
防
い
で
い
た
だ

き
た
い
︒

議
員　

西
九
州
新
幹
線
に

よ
る
影
響
で
︑
Ｊ
Ｒ
は
在

来
線
事
業
を
撤
退
し
︑﹁
有

田
駅
﹂
は
第
三
セ
ク
タ
ー

に
委
ね
ら
れ
︑
サ
ー
ビ
ス

低
下
・
料
金
値
上
げ
に
よ

る
利
用
客
減
が
予
想
で
き

る
︒
今
後
︑
県
の
動
き
や

町
の
負
担
は
あ
る
の
か
︒

町
長　

長
崎
ハ
ウ
ス
テ
ン

ボ
ス
の
Ｉ
Ｒ
事
業
（
統
合

型
リ
ゾ
ー
ト
）
等
は
有
田

に
と
っ
て
も
良
い
チ
ャ
ン

ス
︒
佐
賀
県
・
長
崎
県
と

の
連
携
︑
Ｊ
Ｒ
等
関
連
企

業
へ
働
き
か
け
て
い
く
︒

議
員　

残
念
な
が
ら
今
の

有
田
の
財
政
力
は
か
な
り

議
員　

過
去
に
何
度
も
議

論
さ
れ
た
駅
周
辺
の
﹁
町

役
場
新
築
・
移
転
﹂
の
案

件
は
保
留
・
放
置
に
し
た

い
の
か
︒

ま
ち
づ
く
り
課
長　

時
期

が
来
た
ら
検
討
す
る
方
向

Ｊ
Ｒ
有
田
駅
周
辺
の

再
開
発
等
に
つ
い
て

産
業
人
口
︵
働
き

手
︶
増
の
政
策

駅
周
辺
エ
リ
ア
の
区
画
整

理
と
再
開
発
の
可
能
性

町
役
場
︵
庁
舎
︶
の

新
築
・
移
転
計
画

で
あ
る
︒
財
源
等
の
問
題

も
あ
り
︑
か
つ
将
来
的
な

行
政
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
よ

っ
て
︑
新
庁
舎
を
建
て
る

需
要
も
変
わ
る
と
思
う
︒

町
長　

ま
ず
は
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
効
率
化
・
Ｉ
Ｔ
化

を
進
め
︑
他
施
設
老
朽
化

の
問
題
を
解
決
し
た
後
に

検
討
す
べ
き
︒
新
庁
舎
の

件
は
先
送
り
と
判
断
し
て

い
る
︒
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答

一
般
質
問

町
政
を
徹
底
追
求
！

議
会
だ
よ
り
に
掲
載
し
て
い
る
議
員
の
一
般
質
問
の
文
責
は
各
議
員
に
あ
り
ま
す
。

蒲
か も

原
は ら

多
た

三
み

男
お

議員

「気象防災アドバイザー」による防災力強化を

県気象台と連携し取り組む

災
対
応
が
︑
よ
り
一

層
強
く
求
め
ら
れ

る
︒
気
象
台
は
地
域

の
気
象
防
災
の
事
業

展
開
を
始
め
て
い

る
︒
１
４
８
の
自
治

体
に
気
象
庁
防
災
対

応
支
援
チ
ー
ム
を
派

遣
し
て
い
る
が
︒

町
長　

佐
賀
地
方
気

議
員　

近
年
の
災
害
多
発

を
受
け
︑
政
府
や
地
方
自

治
体
に
適
時
・
的
確
な
防

▽
食
材
費
の
高
騰
に
よ
る

学
校
給
食
へ
の
対
応
は

議
員　

コ
ロ
ナ
感
染
症
の

長
期
化
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危

機
で
物
価
高
騰
を
受
け
︑

国
内
の
食
品
関
連
の
値
上

が
り
で
町
民
も
大
変
な
思

い
で
あ
る
︒
そ
の
中
で
学

校
給
食
の
食
材
調
達
の
現

状
と
︑予
算
の
見
通
し
は
︒

学
校
教
育
課
長　

食
材
は

こ
こ
数
年
︑
価
格
上
昇
の

傾
向
︒
県
内
で
は
令
和
３

年
か
ら
８
％
の
値
上
が
り

と
認
識
し
て
い
る
︒
物
価

高
は
続
く
と
考
え
る
︒

議
員　

地
元
産
の
食
材
を

活
用
・
採
用
で
供
給
の
安

議
員　

残
念
な
が
ら
今
の

有
田
の
財
政
力
は
か
な
り

地
方
創
生
臨
時
交

付
金
の
取
り
扱
い

防
災
力
強
化
へ
の

取
り
組
み

食
品
の
52
％
を
含
め
︑
国

内
産
が
83
％
︒
輸
入
食
材

比
は
17
％
︒
更
に
地
元
食

材
の
採
用
に
努
め
た
い
︒

議
員　

今
後
も
ど
う
な
る

か
︑
何
が
起
こ
る
か
︒
時

代
の
変
化
の
中
︑
対
応
は

少
し
ず
つ
か
︑
ま
た
大
き

な
変
革
を
求
め
ら
れ
る

が
︒

町
長 　

ミ
ク
ロ
・
マ
ク

ロ
的
な
両
視
点
が
必
要
︒

時
代
の
趨
勢
を
み
る
︒
食

材
の
高
騰
は
︑
担
当
課
等

と
検
討
を
し
て
い
き
た
い
︒

▽
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

の
活
用
は

議
員　

国
か
ら
﹁
物
価
高

騰
に
伴
う
学
校
給
食
等
に

関
す
る
負
担
軽
減
﹂
の
た

め
︑
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
を
使
え
る
と
の
こ
と
だ

が
︒

学
校
教
育
課
長　

急
激
な

食
品
高
騰
に
対
応
し
︑
学

校
給
食
等
の
負
担
軽
減
を

目
的
と
し
て
︑
今
議
会
に

補
正
予
算
を
組
ん
で
い
る
︒

議
員　

交
付
金
は
︑
広
い

分
野
の
使
い
方
が
で
き

る
︒
地
域
独
自
の
活
用
も

可
だ
が
︒

ま
ち
づ
く
り
課
長　

令
和

４
年
度
は
約
２
億
９
千
万

円
が
交
付
予
定
︒こ
の
内
︑

物
価
高
騰
対
策
と
し
て
学

校
給
食
の
他
に
︑
保
育
園

の
給
食
費
補
助
や
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
取
得
者
へ

の
商
品
券
配
布
事
業
を
予

算
計
上
し
て
い
る
︒
現
在

検
討
し
て
い
る
事
業
は
今

後
予
算
計
上
し
て
い
く
︒

象
台
と
も
連
携
し
て
い

る
︒
町
の
防
災
担
当
と
具

体
的
な
対
策
を
進
め
る
︒

▽
被
害
予
測
と
避
難
指
示

は
議
員　

温
暖
化
に
よ
り
自

然
災
害
の
激
甚
化
・
頻
発

化
の
中
︑
国
交
省
は
令
和

７
年
を
目
標
に
15
兆
円
の

予
算
︒
防
災
イ
ン
フ
ラ
整

備
を
し
て
い
る
︒
地
方
の

中
小
河
川
や
︑
市
街
地
で

の
浸
水
対
策
と
し
て
地
域

を
し
ぼ
っ
た
被
害
予
測
︑

避
難
指
示
は
ど
う
か
︒

総
務
課
長　

予
測
︑
避
難

指
示
な
ど
は
︑
町
内
一
括

で
行
っ
て
い
る
︒
中
小
河

川
の
内
水
・
外
水
氾
濫
に

備
え
︑
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

に
記
載
し
て
い
る
︒
水
路

の
維
持
管
理
な
ど
を
町
民

の
協
力
を
得
な
が
ら
進
め

る
︒

▽
気
象
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
の
活
用
は

議
員　
﹁
気
象
防
災
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
﹂
と
し
て
︑
先

月
現
在
全
国
で
１
１
１
人

い
る
︒
早
期
の
避
難
情
報

や
地
域
の
防
災
意
識
の
向

上
に
努
め
︑
町
と
し
て
活

用
は
ど
う
か
︒

総
務
課
長　

今
は
︑
活
用

し
て
い
な
い
︒
的
確
な
情

報
提
供
を
行
う
た
め
︑
佐

賀
地
方
気
象
台
と
連
絡
を

取
り
合
っ
て
い
る
︒

定
化
と
地
域

の
食
育
に
も

繋
が
る
の
で

は
︒

学
校
教
育
課

長　

国
の
調

査
で
︑
西
有

田
中
学
校
の

場
合
︑
地
場
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連
日
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の
報
道

が
な
さ
れ
て
い
る
︒

先
般
︑
第
２
次
世
界
大
戦
禍
で

破
砕
さ
れ
た
無
数
の
陶
片
が
有
田

に
里
帰
り
し
た
︒
併
せ
て
来
日
さ

れ
た
ウ
ィ
ー
ン
の
ロ
ー
ス
ド
ル
フ

城
主
や
︑
茶
道
家
に
よ
る
平
和
へ

の
願
い
を
込
め
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

が
行
わ
れ
︑
次
世
代
人
と
の
対
話

が
あ
っ
た
︒
不
全
な
陶
片
た
ち
に

つ
い
て
︑﹁
物
は
破
壊
さ
れ
た
が

歴
史
は
不
滅
で
あ
る
︒
繕
い
の
心

を
持
ち
︑
時
空
を
超
え
た
文
化
の

ル
ー
ツ
を
想
い
起
こ
す
こ
と
が
解

決
で
あ
る
﹂
と
結
ば
れ
た
︒

愛
さ
れ
た
古
伊
万
里
が
平
和
へ

の
架
け
橋
と
な
る
︒
陶
片
の
姿
が

悲
嘆
を
復
興
や
創
造
へ
と
昇
華
さ

せ
︑
先
人
の
偉
業
を
再
び
世
界
に

知
ら
し
め
る
こ
と
を
願
う
︒

匡

ロシアによるウクライナ侵略について

ロシアによるウクライナ侵略を非難し、即時撤退を求める件に
ついては議長の許可を得て総務委員長が文章を読み上げました。

■議長交際費支出状況（令和4年4月～ 6月）
項目 件数 支出額（円） 備 考

会費 2 17,000 行政懇談会費ほか1件

雑費 2 10,520 東地区戦没者追悼式供花料他1件

合計 4 27,520

議
会
広
報
発
行
特
別
委
員

委
員
長 

諸
隈　

洋
介

副
委
員
長 

樋
渡　
　

徹

委
員 

浦
川　

和
彦

委
員 

岩
尾　
　

匡

委
員 

久
保
田　

豊

委
員 

中
島　

達
郎

▲新有田町議会議員メンバー（クールビスで撮影）

発
行
／
有
田
町
議
会　

編
集
／
議
会
広
報
発
行
特
別
委
員
会　

〒
八
四
九
‐
四
一
九
二 

佐
賀
県
西
松
浦
郡
有
田
町
立
部
乙
二
二
〇
二　

☎
〇
九
五
五
‐
四
六
‐
二
一
一
七
（
直
通
）　

 

印
刷
／
山
口
印
刷
株
式
会
社

あ
と
が
き

有田町議会HPは
こちら

有田町議会会議録
はこちら
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